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　本研究では、過疎化および少子化が進行する四国の漁師町で、子どもを持つこと（子ど
もを産み育てること）の実態と意識がどのように変化したのかについて報告する．中山は
1994年秋以来現在まで、四国のB漁師町でフィールドワークを続けている. 1995年には第
１回として、同地の概要と高年齢者の子産みの特徴について報告した. 今回は第２回とし
て、(1)戦前・戦中. (2)戦後前半.(3)戦後後半のB町における．子どもを持つことの実態と
意識について比較・分析した結果を報告する.
　(1)の時期は国家的な「産めよ殖やせよ」のスローガンがB町にも伝えられていた．同地
区の敷地規模は平均12坪程の狭さであるが．子どもの数は非常に多く．また３世代同居が
普通で．平均10人程が一軒に暮らしていた．女性たちは「家族計画」という発想はなく　「
避妊」の方法をほとんど知らず、自宅で産婆の介助のもとにお産をしていた．さらに「漁
師という職業を継承するために男児を産むこと」が期待され喜ばれた. （2)の時期は、子ど
もの数がじょじょに減少傾向をたどる≪男児の出産が期待されることは前の時代と変わら
ない. BUIではr他人の飯を食ってくること」が重視されるため、男女児ともに．学業を
終えて一端外に働きにでるという特徴があり、男児は結婚年齢まで遠洋漁業の船にのり．
女児も結婚年齢まで京阪神地区に働きに出た･こ･れは子沢山で狭い家屋での生活における
ロ減らしの意味もあった．この時代に一端京阪神に出ていった女児は．段々と結婚年齢期
にB町に帰らず、従って漁師の嫁になる女性は減少じていった. (3)の時期になると、「言
説」としては男児出産が重視されるが、妻たちの間に「男児を産まねばならないという意
識」は希薄化しはじめる．また夫婦がともに我が子に学歴や資格取得を期待するようにな
り．親の職業一特に漁師－を継承することへの期待は減っていく．
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　目的：「少子化」によって出産がファッション化傾向をみせ、様々な形態のお産が行わ

れるようになり、中でも「夫立ち会い分娩」の人気が高まっている。NHKの「日本人の
意識調査」においても家庭内の性役割分担型の支持率は減少し、家庭内協力型が増加して
いる。しかしながら、総務庁の調査によると共働き世帯においても、妻の家事時間が4時

間弱であるのに対して、夫はわずか10数分とされている。そこで、本研究では、宮崎県
内における夫立ち会い分娩の実態と家事・育児参加に対する意識、夫婦間での意識の違い

等について調査、分析を行った。
　調査方法:1994年11月　県内5市2町の乳児検診及び子育てふれあい教室に訪れた母親
にアンケートを配布し、郵送により回収した。調査用紙は妻用、夫用と2部配布した。有

効回答数167、回収率｀30.9％であった。
　結果：調査対象者のうち、夫立ち会い分娩をした群47名、希望したができなかった群
50名、希望しなかった群70名であった。･立ち会い分娩をした満足度は、妻、夫共に高く、
次回の分娩においても立ち会いを希望した者が多かった。家事・育児への協力度は、立ち
会い分娩群において他の群より高く、中でも「入浴」「子どもと遊ぶ」など育児への協力
度が高かった。一方、男性からは「参加する気持ちはあるが、時間的余裕が無い」「出産
後一ヶ月間有給休暇を取ったが。その後残業、休日出勤に追われている。慣習に逆らうの
は大変」などの意見も聞かれた。男女共同参画社会を目指して社会的な支援制度も確立さ
れつつあるが、それらを利用しやすい環境作りが今後の課題であると思われる。

　106


